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　平
成
７
年
に
開
館
し
た
当
館
の
美
術
品
収
集
活
動
は
寄

贈
に
よ
る
部
分
が
多
く
、
購
入
を
含
め
、
現
在
で
は
７
６

３
点
の
所
蔵
品
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
（
令
和
元
年
12
月
末

現
在
）。
こ
の
う
ち
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
に

か
け
て
七
尾
市
の
所
蔵
と
な
り
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
は
、
購
入
２
点
、
寄
贈
19
点
の
計
21
点
で
す
。
内
訳
は

日
本
画
11
点
、
洋
画
６
点
、
彫
刻
１
点
、
工
芸
３
点
。
本

展
で
は
そ
の
中
か
ら
未
公
開
作
品
、
石
川
県
ゆ
か
り
の
作

家
作
品
を
中
心
に
、
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
の
16

点
を
紹
介
し
ま
す
。

【
作
家
紹
介
】

■
浜
出
青
松
（
は
ま
で
せ
い
し
ょ
う
、
１
９
１
２
〜
89
）

　羽
咋
郡
志
雄
町（
現
・
羽
咋
郡
宝
達
志
水
町
）に
生
ま
れ
、

羽
咋
中
学
卒
業
後
、
帝
国
美
術
学
校
（
現
・
武
蔵
野
美
術

大
学
）
で
日
本
画
を
学
び
ま
す
。
在
学
中
に
憧
れ
で
あ
っ

た
川
端
龍
子
の
主
催
す
る
青
龍
展
に
初
入
選
、
こ
れ
に
よ

り
龍
子
に
認
め
ら
れ
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

復
員
後
は
石
川
県
で
高
校
教
諭
と
し
て
勤
め
る
一
方
、
青

龍
社
展
・
日
府
展
と
出
品
を
続
け
ま
し
た
。
ご
遺
族
か
ら

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
花
を
描
い
た
２
点
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

■
稲
元
　

実
（
い
な
も
と
ま
こ
と
、
１
９
４
６
〜
２
０
１
３
）

　七
尾
市
に
生
ま
れ
、
５
歳
で
東
京
へ
転
居
。
武
蔵
野
美

術
大
学
日
本
画
科
を
卒
業
後
、
加
藤
東
一
に
師
事
し
、
日

展
に
初
入
選
し
ま
す
。
以
降
日
展
を
舞
台
に
、自
身
の「
家

族
」
や
生
命
力
溢
れ
る
「
牡
丹
」
を
描
い
た
作
品
の
発
表

を
続
け
ま
し
た
。
ご
遺
族
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
４
点

の
内
３
点
を
展
示
し
ま
す
。（
他
１
点
は
第
２
展
示
室
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
」
で
紹
介
し
ま
す
）

　日
常
の
何
気
な
い
瞬
間
や
場
所
で
、
ふ
と
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
思
い
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。
そ
ん
な
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　一
人
公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
り
、
ど
こ
か
遠
く
を
眺
め
て

い
る
人
が
い
た
ら
、
そ
れ
は
生
活
に
追
わ
れ
る
日
々
の
中

で
、
足
を
止
め
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去
に
想
い
を
馳
せ
る
姿

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
の

頃
に
遊
ん
だ
公
園
、登
下
校
の
途
中
で
道
草
を
し
た
野
山
、

と
も
に
過
ご
し
た
友
人
た
ち
、
足
し
げ
く
通
っ
た
様
々
な

場
所
、
時
代
を
反
映
し
た
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
が
郷
愁
を
誘
う

要
素
で
し
ょ
う
。
一
方
、
家
族
と
の
時
間
を
象
徴
す
る
個

人
的
な
事
物
や
歴
史
を
留
め
る
建
造
物
な
ど
が
要
素
と
な

る
場
合
も
あ
り
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

旅
先
の
風
景
に
、
既
知
感
を
お
ぼ
え
「
前
世
の
記
憶
で

は
？
」
と
ロ
マ
ン
を
抱
く
の
は
ま
だ
し
も
、
訪
れ
た
こ
と

の
な
い
場
所
の
風
景
に
さ
え
、
懐
か
し
さ
を
抱
く
の
は
何

故
で
し
ょ
う
。

　本
展
で
は
、
故
郷
や
家
族
の
姿
、
生
活
の
記
憶
、
時
代

を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
な
ど
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
作
品

を
選
び
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
の
24
点
に
「
複

製
松
林
図
屏
風
」（
原
本
：
長
谷
川
等
伯
、
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）
を
加
え
た
25
点
で
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　作
者
は
モ
チ
ー
フ
に
何
を
み
た
の
か
。
鑑
賞
者
は
何
を

み
る
の
か
。

　作
品
か
ら
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
（
郷
愁
）
を
感
じ
と
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

同
時
開
催

　当
館
所
蔵
作
品
と
寄
託
作
品
よ
り
、
絵
画
を
中
心
に
22

点
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

　長
谷
川
等
伯
関
連
で
は
、
信
春
時
代
制
作
の
「
善
女
龍

王
図
」
と
「
陳
希
夷
睡
図
」、
四
男
左
近
制
作
の
「
羅
漢

図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
を
展
示
。
石
川
県
ゆ
か
り
の
現
代

作
家
絵
画
か
ら
は
、
寺
井
重
三
、
西
房
浩
二
な
ど
６
点
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
、
北

村
西
望
作
「
池
田
文
夫
氏
像
」、
重
要
美
術
品
「
後
奈
良

天
皇
和
歌
懐
紙
」
や
近
代
日
本
画
・
書
７
点
を
展
示
。
工

芸
で
は
人
間
国
宝
に
よ
る
香
合
な
ど
５
点
（
内
４
点
は
池

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
も
紹
介
し
ま
す
。

　冬
の
ひ
と
と
き
、
様
々
な
美
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　い
よ
い
よ
今
年
の
夏
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館

が
石
川
県
金
沢
市
に
移
転
、
開
館
し
ま
す
。
そ
れ
に
向
け

県
内
美
術
館
施
設
で
は
、
３
８
０
０
点
を
超
え
る
同
館
所

蔵
作
品
か
ら
様
々
な
テ
ー
マ
で
展
覧
会
を
開
催
、
多
く
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　前
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
現
在
開
催
中
の
本
展

も
、
そ
の
連
携
事
業
の
１
つ
で
す
。
同
館
所
蔵
作
品
か
ら

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
作
品
を
中
心

に
、
陶
磁
器
の
名
品
45
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
近
・
現

代
陶
磁
器
の
名
品
が
こ
れ
だ
け
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
の

は
、
能
登
に
お
い
て
初
め
て
と
い
わ
れ
ま
す
。

　高
度
な
技
術
は
も
と
よ
り
、
手
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
作
品
や
洗
練
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
作
品
な
ど
、
日
本
が
誇

る
陶
磁
器
の
美
と
技
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
共
に
、
人
間
国

宝
を
お
招
き
し
て
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

も
、
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
移
転
連
携
事
業

「
人
間
国
宝
を
中
心
に
・
陶
磁
器
の
美
と
技
」

12
月
14
日（
土
）〔
開
催
中
〕〜
２
月
11
日（
火
・
祝
）

２
月
22
日（
土
）〜
４
月
19
日（
日
）

「
冬
の
優
品
お
も
て
な
し

　
　〜
等
伯
、浮
世
絵
、現
代
絵
画
ま
で
〜
」

◇
共
通
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
５
０
０
円 

　
４
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

◇
共
通
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
３
５
０
円 

　
２
８
０
円

大
高
生
　
　
２
８
０
円 

　
２
２
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

本
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
♪

①
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

　
日
時
：
令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

　
講
師
：
𠮷
田 

美
統 

氏

　
　
　
　
　
　 

（
重
要
無
形
文
化
財
「
釉
裏
金
彩
」
保
持
者
）

　
　
　
　
十
四
代
今
泉
今
右
衛
門 

氏

　
　
　
　
　
　 

（
重
要
無
形
文
化
財
「
色
絵
磁
器
」
保
持
者
）

　
司
会
：
唐
澤 

昌
宏

　
　
　
　
　
　 
（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
長
）

★
出
品
作
家
の
𠮷
田
美
統
氏
と
、
出
品
作
家
の
十
三
代
今
泉

今
右
衛
門
ご
子
息
で
あ
り
ま
す
十
四
代
今
泉
今
右
衛
門
氏

が
、
制
作
に
つ
い
て
の
解
説
や
、
出
品
作
品
に
つ
い
て
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
日
時
：
令
和
２
年
２
月
11
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
２
時
40
分

　
講
師
：
成
田
　
暢

　
　
　
　
　
　 

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
特
定
研
究
員
）

※

①
②
共
申
込
不
要
、
高
校
生
以
上
の
方
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

「
新
収
蔵
品
展
」

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

「
新
収
蔵
品
展
」

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

※

画
像
作
品
は
全
て
当
館
蔵
。

令
和
２
年
１
月
４
日（
土
）〜
４
月
19
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
２
展
示
室

◆
第
１
展
示
室

◆
第
２
展
示
室

◆
第
１
展
示
室

石黒宗麿《彩瓷柿文壺》1959年

加藤卓男《三彩鉢　蒼容》1984年

三浦小平二
《青磁茜豆彩大皿　火焔山》

1982年

「赤いチュチュ」寺井重三1996年

「雪中美人図」宮川長春
池田コレクション

「堆漆菊文香合」音丸耕堂
池田コレクション

松井康成《練上嘯裂文大壺》1979年

「はな」浜出青松

「宴」稲元　実

「沈金彫水引草飾箱『古城尓而』」
山岸一男

「母の像（祖母シゲ）」田中太郎

「望郷」小倉尚子
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成
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に
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収
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、
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６
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点
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収
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在
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成
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ら
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市
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収
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た
作
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、
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入
２
点
、
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点
の
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21
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で
す
。
内
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は

日
本
画
11
点
、
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画
６
点
、
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点
、
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３
点
。
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で
は
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出
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（
は
ま
で
せ
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し
ょ
う
、
１
９
１
２
〜
89
）

　羽
咋
郡
志
雄
町（
現
・
羽
咋
郡
宝
達
志
水
町
）に
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ま
れ
、
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咋
中
学
卒
業
後
、
帝
国
美
術
学
校
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現
・
武
蔵
野
美
術

大
学
）
で
日
本
画
を
学
び
ま
す
。
在
学
中
に
憧
れ
で
あ
っ

た
川
端
龍
子
の
主
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す
る
青
龍
展
に
初
入
選
、
こ
れ
に
よ

り
龍
子
に
認
め
ら
れ
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

復
員
後
は
石
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県
で
高
校
教
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と
し
て
勤
め
る
一
方
、
青
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社
展
・
日
府
展
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を
続
け
ま
し
た
。
ご
遺
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か
ら

ご
寄
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い
た
だ
い
た
花
を
描
い
た
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点
の
作
品
を
展
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し
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す
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稲
元
　

実
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い
な
も
と
ま
こ
と
、
１
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６
〜
２
０
１
３
）
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尾
市
に
生
ま
れ
、
５
歳
で
東
京
へ
転
居
。
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野
美

術
大
学
日
本
画
科
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卒
業
後
、
加
藤
東
一
に
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事
し
、
日

展
に
初
入
選
し
ま
す
。
以
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日
展
を
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に
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身
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を
描
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た
作
品
の
発
表

を
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け
ま
し
た
。
ご
遺
族
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
４
点

の
内
３
点
を
展
示
し
ま
す
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他
１
点
は
第
２
展
示
室
「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ア
」
で
紹
介
し
ま
す
）

　日
常
の
何
気
な
い
瞬
間
や
場
所
で
、
ふ
と
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
思
い
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。
そ
ん
な
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　一
人
公
園
の
ベ
ン
チ
に
座
り
、
ど
こ
か
遠
く
を
眺
め
て

い
る
人
が
い
た
ら
、
そ
れ
は
生
活
に
追
わ
れ
る
日
々
の
中

で
、
足
を
止
め
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去
に
想
い
を
馳
せ
る
姿

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
の

頃
に
遊
ん
だ
公
園
、登
下
校
の
途
中
で
道
草
を
し
た
野
山
、

と
も
に
過
ご
し
た
友
人
た
ち
、
足
し
げ
く
通
っ
た
様
々
な

場
所
、
時
代
を
反
映
し
た
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
が
郷
愁
を
誘
う

要
素
で
し
ょ
う
。
一
方
、
家
族
と
の
時
間
を
象
徴
す
る
個

人
的
な
事
物
や
歴
史
を
留
め
る
建
造
物
な
ど
が
要
素
と
な

る
場
合
も
あ
り
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

旅
先
の
風
景
に
、
既
知
感
を
お
ぼ
え
「
前
世
の
記
憶
で

は
？
」
と
ロ
マ
ン
を
抱
く
の
は
ま
だ
し
も
、
訪
れ
た
こ
と

の
な
い
場
所
の
風
景
に
さ
え
、
懐
か
し
さ
を
抱
く
の
は
何

故
で
し
ょ
う
。

　本
展
で
は
、
故
郷
や
家
族
の
姿
、
生
活
の
記
憶
、
時
代

を
象
徴
す
る
モ
チ
ー
フ
な
ど
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
作
品

を
選
び
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
の
24
点
に
「
複

製
松
林
図
屏
風
」（
原
本
：
長
谷
川
等
伯
、
東
京
国
立
博

物
館
蔵
）
を
加
え
た
25
点
で
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　作
者
は
モ
チ
ー
フ
に
何
を
み
た
の
か
。
鑑
賞
者
は
何
を

み
る
の
か
。

　作
品
か
ら
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
（
郷
愁
）
を
感
じ
と
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

同
時
開
催

　当
館
所
蔵
作
品
と
寄
託
作
品
よ
り
、
絵
画
を
中
心
に
22

点
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

　長
谷
川
等
伯
関
連
で
は
、
信
春
時
代
制
作
の
「
善
女
龍

王
図
」
と
「
陳
希
夷
睡
図
」、
四
男
左
近
制
作
の
「
羅
漢

図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
を
展
示
。
石
川
県
ゆ
か
り
の
現
代

作
家
絵
画
か
ら
は
、
寺
井
重
三
、
西
房
浩
二
な
ど
６
点
を

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
、
北

村
西
望
作
「
池
田
文
夫
氏
像
」、
重
要
美
術
品
「
後
奈
良

天
皇
和
歌
懐
紙
」
や
近
代
日
本
画
・
書
７
点
を
展
示
。
工

芸
で
は
人
間
国
宝
に
よ
る
香
合
な
ど
５
点
（
内
４
点
は
池

田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
も
紹
介
し
ま
す
。

　冬
の
ひ
と
と
き
、
様
々
な
美
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　い
よ
い
よ
今
年
の
夏
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館

が
石
川
県
金
沢
市
に
移
転
、
開
館
し
ま
す
。
そ
れ
に
向
け

県
内
美
術
館
施
設
で
は
、
３
８
０
０
点
を
超
え
る
同
館
所

蔵
作
品
か
ら
様
々
な
テ
ー
マ
で
展
覧
会
を
開
催
、
多
く
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　前
号
で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
現
在
開
催
中
の
本
展

も
、
そ
の
連
携
事
業
の
１
つ
で
す
。
同
館
所
蔵
作
品
か
ら

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
作
品
を
中
心

に
、
陶
磁
器
の
名
品
45
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
近
・
現

代
陶
磁
器
の
名
品
が
こ
れ
だ
け
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
の

は
、
能
登
に
お
い
て
初
め
て
と
い
わ
れ
ま
す
。

　高
度
な
技
術
は
も
と
よ
り
、
手
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
作
品
や
洗
練
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
作
品
な
ど
、
日
本
が
誇

る
陶
磁
器
の
美
と
技
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
共
に
、
人
間
国

宝
を
お
招
き
し
て
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ

も
、
あ
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
移
転
連
携
事
業

「
人
間
国
宝
を
中
心
に
・
陶
磁
器
の
美
と
技
」

12
月
14
日（
土
）〔
開
催
中
〕〜
２
月
11
日（
火
・
祝
）

２
月
22
日（
土
）〜
４
月
19
日（
日
）

「
冬
の
優
品
お
も
て
な
し

　
　〜
等
伯
、浮
世
絵
、現
代
絵
画
ま
で
〜
」

◇
共
通
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
５
０
０
円 

　
４
０
０
円

大
高
生
　
　
３
５
０
円 

　
３
０
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

◇
共
通
観
覧
料

個
　
人
　 

　
団
　
体

一
　
般
　
　
３
５
０
円 

　
２
８
０
円

大
高
生
　
　
２
８
０
円 

　
２
２
０
円

※

中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

本
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
♪

①
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク

　
日
時
：
令
和
２
年
１
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

　
講
師
：
𠮷
田 

美
統 

氏

　
　
　
　
　
　 

（
重
要
無
形
文
化
財
「
釉
裏
金
彩
」
保
持
者
）

　
　
　
　
十
四
代
今
泉
今
右
衛
門 

氏

　
　
　
　
　
　 

（
重
要
無
形
文
化
財
「
色
絵
磁
器
」
保
持
者
）

　
司
会
：
唐
澤 

昌
宏

　
　
　
　
　
　 

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
長
）

★
出
品
作
家
の
𠮷
田
美
統
氏
と
、
出
品
作
家
の
十
三
代
今
泉

今
右
衛
門
ご
子
息
で
あ
り
ま
す
十
四
代
今
泉
今
右
衛
門
氏

が
、
制
作
に
つ
い
て
の
解
説
や
、
出
品
作
品
に
つ
い
て
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

②
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
日
時
：
令
和
２
年
２
月
11
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
２
時
40
分

　
講
師
：
成
田
　
暢

　
　
　
　
　
　 

（
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
課
特
定
研
究
員
）

※

①
②
共
申
込
不
要
、
高
校
生
以
上
の
方
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

「
新
収
蔵
品
展
」

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

「
新
収
蔵
品
展
」

「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
」

※

画
像
作
品
は
全
て
当
館
蔵
。

令
和
２
年
１
月
４
日（
土
）〜
４
月
19
日（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
第
２
展
示
室

◆
第
１
展
示
室

◆
第
２
展
示
室

◆
第
１
展
示
室

石黒宗麿《彩瓷柿文壺》1959年

加藤卓男《三彩鉢　蒼容》1984年

三浦小平二
《青磁茜豆彩大皿　火焔山》

1982年

「赤いチュチュ」寺井重三1996年

「雪中美人図」宮川長春
池田コレクション

「堆漆菊文香合」音丸耕堂
池田コレクション

松井康成《練上嘯裂文大壺》1979年

「はな」浜出青松

「宴」稲元　実

「沈金彫水引草飾箱『古城尓而』」
山岸一男

「母の像（祖母シゲ）」田中太郎

「望郷」小倉尚子
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※ノンブル1mm内側移動した

太田館長の解説に真剣に聞き入
る参加者たち

那谷寺にて木崎ご住職様を囲んで

南禅寺山門にて

ランチタイム♪

近代美術館前で平安神宮の大鳥居を眺めます

士農先生ご夫妻と参加の皆さま

　
　
２
月
11
日
（
火
・
祝
）
　
開
演
　
13
時
30
分

　そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
演
奏
に
。幼
児
か
ら
大
人
の
方
が

ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演
奏
し
ま
す
。今
年
は
物
語
と

と
も
に
演
奏
す
る
「
音
楽
紙
芝
居
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主
　
催

　石
島
亜
希
子
門
下
生

連
絡
先

　石
島

　☎
０
９
０（
２
０
９
０
）１
８
６
１

　
　
３
月
25
日
（
水
）
　
開
演
　
午
後
２
時

　オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も
っ
と
親
し
ん
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
全
国
各
地
で
３
月
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
日
を
展
開
し
て
い

ま
す
。能
登
は
七
尾
に
て
弦
楽
五
重
奏
の
響
き
を
ト
ー
ク
と

共
に
お
届
け
し
ま
す
。入
場
無
料
で
す
。

主
　
催

　（公
財
）石
川
県
音
楽
文
化
振
興
事
業
団

連
絡
先

　同
右

　☎
０
７
６（
２
３
２
）０
１
７
１

　
今
年
で
20
回
目
の
実
施
と
な
る「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」。

11
月
６
日（
水
）、23
名
の
ご
参
加
を
得
て
京
都
方
面
へ
の
旅

路
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
目
的
地
・
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で
は
、特
別
展

「
円
山
応
挙
か
ら
近
代
京
都
画
壇
へ
」を
鑑
賞
。京
都
画
壇

の
名
作
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
様
子
は
実
に
圧
巻
で
し
た
。中

で
も
目
を
引
い
た
の
は
、応
挙
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ

る
兵
庫
県
・
大
乗
寺
蔵
の
襖
絵
で
す
。芭
蕉
の
鮮
や
か
な
緑

や
子
ど
も
た
ち
の
可
愛
さ
に
、観
て
い
る
う
ち
に
い
つ
の

ま
に
か
作
品
に
引
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。参

加
者
の
皆
さ
ん
は
音
声

ガ
イ
ド
を
活
用
し
た
り
、

お
気
に
入
り
の
作
品

グ
ッ
ズ
を
購
入
し
た
り

な
ど
、思
い
思
い
に
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
昼
食
を
は
さ
ん
で
次

の
目
的
地
で
あ
る
、名
刹

南
禅
寺
の
塔
頭
・
金
地
院

へ
。解
説
付
き
の
特
別
鑑

賞
で
方
丈
と
庭
園
を
見

学
し
ま
し
た
。方
丈
で
は

長
谷
川
等
伯
筆
の「
老
松

図
」「
猿
猴
促
月
図
」の
両

襖
絵
を
鑑
賞
。雄
大
で
の

び
の
び
と
し
た
タ
ッ
チ

の
松
や
、緻
密
な
描
写
の

愛
ら
し
い
テ
ナ
ガ
ザ
ル

な
ど
を
、じ
か
に
観
る
こ

と
が
で
き
感
激
の
ひ
と

こ
と
で
す
。

　
次
に
小
堀
遠
州
作
、小

方
丈
の
茶
室「
八
窓
席
」を
見
学
。「
八
窓
」の
各
窓
か
ら
差

し
込
む
光
で
ほ
の
か
に
照
ら
さ
れ
る
お
茶
室
内
は
、幽
玄

に
満
ち
時
代
情
緒
タ
ッ
プ
リ
。ま
る
で
４
０
０
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
分
で
す
。枯
山
水
庭
園「
鶴
亀

の
庭
」で
は
、遠
州
の
人
と
な
り
に
し
ば
し
想
い
を
馳
せ
ま

し
た
。

　
見
学
後
は
南
禅
寺
界
隈
を
自
由
散
策
。木
々
が
色
づ
く

秋
の
京
都
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、参
加
の
皆
様
や
見
学
先
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、今
回
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
当
館
友
の
会
美
術
講
座
は「
日
本
画
体
験
〜

干
支
を
描
く
」の
第
２
弾
。前
年
に
続
き
日
本
画
家
・
士
農

力
氏
を
先
生
に
お
迎
え
し
、12
月
15
日（
日
）に
８
名
の
ご

参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
先
生
よ
り
日
本
画
の
基
礎
に
つ
い
て
説
明
。顔

料
や
膠
の
実
物
を
み
る
の
は
初
め
て
の
方
も
お
ら
れ
、皆

さ
ん
興
味
津
々
の
ご
様
子
。

　
そ
し
て
め
い
め
い
が
モ
チ
ー
フ
に
す
る
ネ
ズ
ミ
の
置
物

を
選
択
し
、早
速
下
描
き
を
始
め
ま
す
。作
業
の
合
い
間
に

は
先
生
の
わ
か
り
や
す
い
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
も
あ
り
、最
初
は
や
や
緊
張
気
味
だ
っ
た
方
も
徐
々
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
色
紙
に
原
画
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、作
業
も
い
よ
い
よ
佳

境
の
彩
色
へ
。胡
粉
の
白
色
か
ら
着
色
を
は
じ
め
、少
し
ず

つ
色
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。色
紙
上
に
だ
ん
だ
ん
と

姿
を
現
し
て
く
る
か
わ
い
い
ネ
ズ
ミ
に
皆
さ
ん
の
テ
ン

シ
ョ
ン
も
高
揚
。お
の
ず
と
筆
運
び
も
加
速
し
ま
す
。

　
最
後
に
金
泥
を
加
え
、落
款
を
入
れ
て
つ
い
に
完
成
。８

人
８
様
の
ネ
ズ
ミ
は
と
て
も
個
性
豊
か
で
、皆
さ
ん
と
て

も
お
上
手
で
し
た
。

　
講
座
の
途
中
に
は
、展
示
室
に
て
出
品
中
の
先
生
の
作

品
を
解
説
付
き
で
鑑
賞
。楽
し
く
た
め
に
な
る
お
話
に
、皆

さ
ん
日
本
画
に
関
心
を

深
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
今
回
も
長
時
間
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
士

農
先
生
と
奥
様
の
多
寿

美
様
、そ
し
て
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

石
島
音
楽
教
室

　
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

　
当
館
で
は
、監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
、

毎
年
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
は
10
月
15
日 

(

火)

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
20
名
と
職
員
３
名
で
、小
松

市
の
那
谷
寺
と
、金
沢
湯
涌
夢
二
館
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
那
谷
寺
で
は
、木
崎
ご
住
職
様
の
深
く
楽
し
い
ご
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、２
つ
の
国
名
勝
指
定
園
と
国
指
定
重
要

文
化
財
の
本
殿
な
ど
を
見
学
。展
望
台
か
ら
見
る
庭
園
の

眺
め
は
見
事
で
、皆
さ
ん
心
癒
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
昼
食
は
那
谷
寺
近
く
で
、お
寿
司
に
茶
碗
蒸
し
と
天
ぷ
ら

付
き
の
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
、ほ
っ
こ
り
温
ま
り
ま
し
た
。

　
次
に
、金
沢
湯
涌
夢
二
館
へ
。ま
ず
は
、夢
二
や
夢
二
を

取
り
巻
く
女
性
た
ち
に
つ
い
て
、太
田
館
長
が
興
味
深
い

解
説
を
し
て
く
だ
さ
り
、続
い
て
川
瀬
学
芸
員
が
開
催
中

の
企
画
展「
夢
二
の
美
人
画
in
欧
州
ー
イ
ッ
テ
ン
・
シ
ュ
ー

レ
の
日
本
画
講
習
と
そ
の
前
後
ー
」を
ご
案
内
く
だ
さ
い
ま

し
た
。海
外
で
の
活
動
や
作
品
も
知
る
こ
と
が
で
き
、夢
二

の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

　
台
風
の
後
で
心
配
し
ま
し
た
が
、雨
に
も
あ
た
ら
ず
、有

意
義
な
研
修
旅
行
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　大
学
の
卒
業
論
文
で
私
は
長
谷
川
等
伯
に
つ
い
て
書
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
等
伯
研
究
か
ら
長
年
離
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
昨
年
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
「
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
等
伯
展
が

開
催
さ
れ
た
際
に
、
日
本
か
ら
の
作
品
出
品
や
図
録
執
筆

な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
、
久
し
ぶ
り
に
等
伯
と
再
会
し
た

ん
で
す
。
そ
の
こ
と
が
ご
縁
で
、
今
度
は
七
尾
で
等
伯
に

つ
い
て
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
展
覧
会
の
テ
ー
マ
が
襖
や
屏
風
な
ど
の
「
大
画
面

作
品
」
と
い
う
こ
と
で
、「
等
伯
の
大
画
面
を
め
ぐ
っ
て
」

と
題
し
て
お
話
を
い
た
し
ま
す
。

　【
等
伯
の
出
自
】

　ま
ず
は
本
題
に
入
る
前
に
、
皆
様
す
で
に
ご
承
知
と
思

い
ま
す
が
、
等
伯
の
生
い
立
ち
か
ら
活
動
の
軌
跡
を
追
い

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
信
春
と
等
伯
は

別
人
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
変
え
た
の
が
等
伯
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
土
居
次
義
先
生
で
、
等
伯
は
能

登
七
尾
の
出
身
の
信
春
と
い
う
絵
師
と
同
じ
人
物
だ
と
い

う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。
先
生
は
等
伯
研
究
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
作
品
や
史
料
の
発
掘
に
努
め
ら

れ
、
京
都
の
本
法
寺
所
蔵
「
日
堯
上
人
像
」
の
落
款
な
ど

を
根
拠
と
し
な
が
ら
等
伯
と
信
春
が
同
一
人
物
だ
と
立
証

さ
れ
た
の
で
す
。
現
在
、
そ
の
説
は
ほ
ぼ
揺
る
ぎ
な
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

　等
伯
の
画
系
に
つ
い
て
は
『
等
伯
画
説
』（
京
都
市
・

本
法
寺
蔵
）
記
載
の
系
図
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
雪
舟
等
楊
か
ら
始
ま
り
そ
の
弟
子
等
春
、
さ
ら
に

等
春
の
弟
子
筋
に
無
分
（
文
）、
宗
清
と
い
う
画
家
が
い

た
と
い
う
こ
と
が
簡
単
に
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
実
際
に

等
伯
は
、
作
品
中
の
落
款
で
も
自
分
は
雪
舟
か
ら
五
代
目

の
画
系
を
継
い
で
い
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
系
図
を
一
体
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か

と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
土
居
先
生
と

並
ん
で
等
伯
研
究
の
権
威
で
あ
る
山
根
有
三
先
生
は
、
別

の
史
料
に
名
が
あ
る
等
伯
の
養
祖
父
・
法
淳
を
三
代
目
に

あ
て
、
四
代
目
を
養
父
の
宗
清
と
し
て
五
代
目
を
等
伯
と

す
る
説
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
当
時
東
京
国
立
博
物
館
に
お
勤
め
さ
れ
て
い

た
松
原
茂
さ
ん
に
よ
っ
て
、
長
谷
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

七
尾
の
長
壽
寺
が
所
蔵
す
る
「
涅
槃
図
」
が
、
無
分
の
筆

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
無
分
↓
宗
清

↓
等
伯
」
と
し
て
す
っ
き
り
し
た
系
譜
が
で
き
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
無
分
が
法
淳
と
同
一
人
物
な
の

か
は
史
料
や
作
品
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
現
時
点
で
は
残

念
な
が
ら
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
無
分
の
作

品
が
出
現
し
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、
そ
れ
に
よ
り
無

分
が
優
れ
た
腕
を
持
つ
こ
と
、そ
し
て
無
分
が
描
い
た「
涅

槃
図
」
の
様
式
が
ほ
ぼ
忠
実
に
宗
清
や
等
伯
ら
「
長
谷
川

派
」
の
絵
師
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
15
世
紀
頃
か
ら
地
方
豪
族
な
ど

の
武
家
階
級
の
人
た
ち
の
中
か
ら
、
近
世
の
様
々
な
職
業

技
術
集
団
が
誕
生
し
て
き
ま
す
。
画
家
で
し
た
ら
雪
舟
等

楊
は
備
中
国
（
岡
山
県
）
の
地
方
豪
族
の
出
身
、
狩
野
正

貸
館
催
し
物
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
旅
行
実
施
報
告

第
20
回
友
の
会
鑑
賞
の
旅
実
施
報
告

等
伯
コ
ー
ナ
ー

「
長
谷
川
等
伯
展
」特
別
講
演
会
報
告

「
長
谷
川
等
伯
の
大
画
面
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　‐

等
伯
研
究
史
に
沿
い
な
が
ら‐

」

　
　
　
講
師
　
河
合 

正
朝 

氏

（
千
葉
市
美
術
館
館
長
、慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

友
の
会
美
術
講
座
実
施
報
告

「
日
本
画
体
験
〜
干
支
を
描
く
」Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
日 

㏌ 

の
と



2019. 冬 42019. 冬5

※ノンブル1mm内側移動した

太田館長の解説に真剣に聞き入
る参加者たち

那谷寺にて木崎ご住職様を囲んで

南禅寺山門にて

ランチタイム♪

近代美術館前で平安神宮の大鳥居を眺めます

士農先生ご夫妻と参加の皆さま

　
　
２
月
11
日
（
火
・
祝
）
　
開
演
　
13
時
30
分

　そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
演
奏
に
。幼
児
か
ら
大
人
の
方
が

ソ
ロ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
演
奏
し
ま
す
。今
年
は
物
語
と

と
も
に
演
奏
す
る
「
音
楽
紙
芝
居
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

す
。是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主
　
催

　石
島
亜
希
子
門
下
生

連
絡
先

　石
島

　☎
０
９
０（
２
０
９
０
）１
８
６
１

　
　
３
月
25
日
（
水
）
　
開
演
　
午
後
２
時

　オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
も
っ
と
親
し
ん
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
全
国
各
地
で
３
月
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
日
を
展
開
し
て
い

ま
す
。能
登
は
七
尾
に
て
弦
楽
五
重
奏
の
響
き
を
ト
ー
ク
と

共
に
お
届
け
し
ま
す
。入
場
無
料
で
す
。

主
　
催

　（公
財
）石
川
県
音
楽
文
化
振
興
事
業
団

連
絡
先

　同
右

　☎
０
７
６（
２
３
２
）０
１
７
１

　
今
年
で
20
回
目
の
実
施
と
な
る「
友
の
会
鑑
賞
の
旅
」。

11
月
６
日（
水
）、23
名
の
ご
参
加
を
得
て
京
都
方
面
へ
の
旅

路
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
目
的
地
・
京
都
国
立
近
代
美
術
館
で
は
、特
別
展

「
円
山
応
挙
か
ら
近
代
京
都
画
壇
へ
」を
鑑
賞
。京
都
画
壇

の
名
作
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
様
子
は
実
に
圧
巻
で
し
た
。中

で
も
目
を
引
い
た
の
は
、応
挙
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ

る
兵
庫
県
・
大
乗
寺
蔵
の
襖
絵
で
す
。芭
蕉
の
鮮
や
か
な
緑

や
子
ど
も
た
ち
の
可
愛
さ
に
、観
て
い
る
う
ち
に
い
つ
の

ま
に
か
作
品
に
引
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。参

加
者
の
皆
さ
ん
は
音
声

ガ
イ
ド
を
活
用
し
た
り
、

お
気
に
入
り
の
作
品

グ
ッ
ズ
を
購
入
し
た
り

な
ど
、思
い
思
い
に
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
昼
食
を
は
さ
ん
で
次

の
目
的
地
で
あ
る
、名
刹

南
禅
寺
の
塔
頭
・
金
地
院

へ
。解
説
付
き
の
特
別
鑑

賞
で
方
丈
と
庭
園
を
見

学
し
ま
し
た
。方
丈
で
は

長
谷
川
等
伯
筆
の「
老
松

図
」「
猿
猴
促
月
図
」の
両

襖
絵
を
鑑
賞
。雄
大
で
の

び
の
び
と
し
た
タ
ッ
チ

の
松
や
、緻
密
な
描
写
の

愛
ら
し
い
テ
ナ
ガ
ザ
ル

な
ど
を
、じ
か
に
観
る
こ

と
が
で
き
感
激
の
ひ
と

こ
と
で
す
。

　
次
に
小
堀
遠
州
作
、小

方
丈
の
茶
室「
八
窓
席
」を
見
学
。「
八
窓
」の
各
窓
か
ら
差

し
込
む
光
で
ほ
の
か
に
照
ら
さ
れ
る
お
茶
室
内
は
、幽
玄

に
満
ち
時
代
情
緒
タ
ッ
プ
リ
。ま
る
で
４
０
０
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
分
で
す
。枯
山
水
庭
園「
鶴
亀

の
庭
」で
は
、遠
州
の
人
と
な
り
に
し
ば
し
想
い
を
馳
せ
ま

し
た
。

　
見
学
後
は
南
禅
寺
界
隈
を
自
由
散
策
。木
々
が
色
づ
く

秋
の
京
都
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、参
加
の
皆
様
や
見
学
先
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、今
回
も
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
当
館
友
の
会
美
術
講
座
は「
日
本
画
体
験
〜

干
支
を
描
く
」の
第
２
弾
。前
年
に
続
き
日
本
画
家
・
士
農

力
氏
を
先
生
に
お
迎
え
し
、12
月
15
日（
日
）に
８
名
の
ご

参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
先
生
よ
り
日
本
画
の
基
礎
に
つ
い
て
説
明
。顔

料
や
膠
の
実
物
を
み
る
の
は
初
め
て
の
方
も
お
ら
れ
、皆

さ
ん
興
味
津
々
の
ご
様
子
。

　
そ
し
て
め
い
め
い
が
モ
チ
ー
フ
に
す
る
ネ
ズ
ミ
の
置
物

を
選
択
し
、早
速
下
描
き
を
始
め
ま
す
。作
業
の
合
い
間
に

は
先
生
の
わ
か
り
や
す
い
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
も
あ
り
、最
初
は
や
や
緊
張
気
味
だ
っ
た
方
も
徐
々
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
色
紙
に
原
画
を
ト
レ
ー
ス
し
て
、作
業
も
い
よ
い
よ
佳

境
の
彩
色
へ
。胡
粉
の
白
色
か
ら
着
色
を
は
じ
め
、少
し
ず

つ
色
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。色
紙
上
に
だ
ん
だ
ん
と

姿
を
現
し
て
く
る
か
わ
い
い
ネ
ズ
ミ
に
皆
さ
ん
の
テ
ン

シ
ョ
ン
も
高
揚
。お
の
ず
と
筆
運
び
も
加
速
し
ま
す
。

　
最
後
に
金
泥
を
加
え
、落
款
を
入
れ
て
つ
い
に
完
成
。８

人
８
様
の
ネ
ズ
ミ
は
と
て
も
個
性
豊
か
で
、皆
さ
ん
と
て

も
お
上
手
で
し
た
。

　
講
座
の
途
中
に
は
、展
示
室
に
て
出
品
中
の
先
生
の
作

品
を
解
説
付
き
で
鑑
賞
。楽
し
く
た
め
に
な
る
お
話
に
、皆

さ
ん
日
本
画
に
関
心
を

深
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　
今
回
も
長
時
間
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
士

農
先
生
と
奥
様
の
多
寿

美
様
、そ
し
て
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

石
島
音
楽
教
室

　
ピ
ア
ノ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン
発
表
会

　
当
館
で
は
、監
視
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
、

毎
年
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
回
は
10
月
15
日 

(

火)

に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
20
名
と
職
員
３
名
で
、小
松

市
の
那
谷
寺
と
、金
沢
湯
涌
夢
二
館
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
那
谷
寺
で
は
、木
崎
ご
住
職
様
の
深
く
楽
し
い
ご
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、２
つ
の
国
名
勝
指
定
園
と
国
指
定
重
要

文
化
財
の
本
殿
な
ど
を
見
学
。展
望
台
か
ら
見
る
庭
園
の

眺
め
は
見
事
で
、皆
さ
ん
心
癒
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
昼
食
は
那
谷
寺
近
く
で
、お
寿
司
に
茶
碗
蒸
し
と
天
ぷ
ら

付
き
の
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
、ほ
っ
こ
り
温
ま
り
ま
し
た
。

　
次
に
、金
沢
湯
涌
夢
二
館
へ
。ま
ず
は
、夢
二
や
夢
二
を

取
り
巻
く
女
性
た
ち
に
つ
い
て
、太
田
館
長
が
興
味
深
い

解
説
を
し
て
く
だ
さ
り
、続
い
て
川
瀬
学
芸
員
が
開
催
中

の
企
画
展「
夢
二
の
美
人
画
in
欧
州
ー
イ
ッ
テ
ン
・
シ
ュ
ー

レ
の
日
本
画
講
習
と
そ
の
前
後
ー
」を
ご
案
内
く
だ
さ
い
ま

し
た
。海
外
で
の
活
動
や
作
品
も
知
る
こ
と
が
で
き
、夢
二

の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
た
。

　
台
風
の
後
で
心
配
し
ま
し
た
が
、雨
に
も
あ
た
ら
ず
、有

意
義
な
研
修
旅
行
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　大
学
の
卒
業
論
文
で
私
は
長
谷
川
等
伯
に
つ
い
て
書
い

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
等
伯
研
究
か
ら
長
年
離
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
昨
年
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
「
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
等
伯
展
が

開
催
さ
れ
た
際
に
、
日
本
か
ら
の
作
品
出
品
や
図
録
執
筆

な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
、
久
し
ぶ
り
に
等
伯
と
再
会
し
た

ん
で
す
。
そ
の
こ
と
が
ご
縁
で
、
今
度
は
七
尾
で
等
伯
に

つ
い
て
講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
展
覧
会
の
テ
ー
マ
が
襖
や
屏
風
な
ど
の
「
大
画
面

作
品
」
と
い
う
こ
と
で
、「
等
伯
の
大
画
面
を
め
ぐ
っ
て
」

と
題
し
て
お
話
を
い
た
し
ま
す
。

　【
等
伯
の
出
自
】

　ま
ず
は
本
題
に
入
る
前
に
、
皆
様
す
で
に
ご
承
知
と
思

い
ま
す
が
、
等
伯
の
生
い
立
ち
か
ら
活
動
の
軌
跡
を
追
い

か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
か
つ
て
信
春
と
等
伯
は

別
人
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
変
え
た
の
が
等
伯
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
土
居
次
義
先
生
で
、
等
伯
は
能

登
七
尾
の
出
身
の
信
春
と
い
う
絵
師
と
同
じ
人
物
だ
と
い

う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
ん
で
す
ね
。
先
生
は
等
伯
研
究
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
作
品
や
史
料
の
発
掘
に
努
め
ら

れ
、
京
都
の
本
法
寺
所
蔵
「
日
堯
上
人
像
」
の
落
款
な
ど

を
根
拠
と
し
な
が
ら
等
伯
と
信
春
が
同
一
人
物
だ
と
立
証

さ
れ
た
の
で
す
。
現
在
、
そ
の
説
は
ほ
ぼ
揺
る
ぎ
な
い
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

　等
伯
の
画
系
に
つ
い
て
は
『
等
伯
画
説
』（
京
都
市
・

本
法
寺
蔵
）
記
載
の
系
図
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
雪
舟
等
楊
か
ら
始
ま
り
そ
の
弟
子
等
春
、
さ
ら
に

等
春
の
弟
子
筋
に
無
分
（
文
）、
宗
清
と
い
う
画
家
が
い

た
と
い
う
こ
と
が
簡
単
に
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
実
際
に

等
伯
は
、
作
品
中
の
落
款
で
も
自
分
は
雪
舟
か
ら
五
代
目

の
画
系
を
継
い
で
い
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
こ
の
系
図
を
一
体
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
か

と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
土
居
先
生
と

並
ん
で
等
伯
研
究
の
権
威
で
あ
る
山
根
有
三
先
生
は
、
別

の
史
料
に
名
が
あ
る
等
伯
の
養
祖
父
・
法
淳
を
三
代
目
に

あ
て
、
四
代
目
を
養
父
の
宗
清
と
し
て
五
代
目
を
等
伯
と

す
る
説
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
当
時
東
京
国
立
博
物
館
に
お
勤
め
さ
れ
て
い

た
松
原
茂
さ
ん
に
よ
っ
て
、
長
谷
川
家
の
菩
提
寺
で
あ
る

七
尾
の
長
壽
寺
が
所
蔵
す
る
「
涅
槃
図
」
が
、
無
分
の
筆

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
す
る
と
「
無
分
↓
宗
清

↓
等
伯
」
と
し
て
す
っ
き
り
し
た
系
譜
が
で
き
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
無
分
が
法
淳
と
同
一
人
物
な
の

か
は
史
料
や
作
品
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
現
時
点
で
は
残

念
な
が
ら
詳
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
無
分
の
作

品
が
出
現
し
た
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、
そ
れ
に
よ
り
無

分
が
優
れ
た
腕
を
持
つ
こ
と
、そ
し
て
無
分
が
描
い
た「
涅

槃
図
」
の
様
式
が
ほ
ぼ
忠
実
に
宗
清
や
等
伯
ら
「
長
谷
川

派
」
の
絵
師
た
ち
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
。
15
世
紀
頃
か
ら
地
方
豪
族
な
ど

の
武
家
階
級
の
人
た
ち
の
中
か
ら
、
近
世
の
様
々
な
職
業

技
術
集
団
が
誕
生
し
て
き
ま
す
。
画
家
で
し
た
ら
雪
舟
等

楊
は
備
中
国
（
岡
山
県
）
の
地
方
豪
族
の
出
身
、
狩
野
正

貸
館
催
し
物
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
旅
行
実
施
報
告

第
20
回
友
の
会
鑑
賞
の
旅
実
施
報
告

等
伯
コ
ー
ナ
ー

「
長
谷
川
等
伯
展
」特
別
講
演
会
報
告

「
長
谷
川
等
伯
の
大
画
面
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　‐

等
伯
研
究
史
に
沿
い
な
が
ら‐

」

　
　
　
講
師
　
河
合 

正
朝 

氏

（
千
葉
市
美
術
館
館
長
、慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）

友
の
会
美
術
講
座
実
施
報
告

「
日
本
画
体
験
〜
干
支
を
描
く
」Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２

ア
ー
ト
ホ
ー
ル

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
日 

㏌ 

の
と
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信
は
関
東
の
小
田
原
北
条
氏
の
家
臣
、
雲
谷
等
顔
は
肥
前

国
（
佐
賀
県
）
の
武
家
出
身
、
尾
形
光
琳
の
曽
祖
父
・
道

柏
は
近
江
国
（
滋
賀
県
）
浅
井
氏
の
家
臣
と
い
っ
た
例
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
武
家
出
身
の
人

た
ち
が
画
家
や
工
芸
家
な
ど
と
し
て
、
当
時
の
芸
術
の
担

い
手
に
な
っ
て
い
っ
た
。
等
伯
の
生
家
・
奥
村
家
と
養
子

先
の
長
谷
川
家
は
と
も
に
武
家
で
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
か

ら
、
等
伯
も
そ
の
ひ
と
り
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

　【等
伯
の
大
画
面
学
習
】

　等
伯
は
信
春
の
時
代
、仏
画
や
肖
像
画
、花
鳥
画
と
い
っ

た
小
さ
な
画
面
の
掛
け
軸
を
中
心
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

大
画
面
画
に
つ
い
て
は
「
涅
槃
図
」
の
例
も
あ
る
も
の
の
、

現
時
点
で
は
鑑
賞
画
の
屏
風
が
３
点
の
み
で
す
。

　そ
の
う
ち
信
春
時
代
の
代
表
作
と
さ
れ
る
の
が
「
牧
馬

図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
、か
つ
て
は
「
信
春
」

の
印
章
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
後
世
に
剥
ぎ
取
ら
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
野
原
の
あ
ち
こ
ち
に
寝
転

が
っ
た
り
跳
ね
上
が
っ
た
り
な
ど
す
る
野
生
の
馬
た
ち
が

様
々
な
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
す
で
に
風
俗
画
的
な
要
素

が
み
ら
れ
る
点
に
も
、
等
伯
が
桃
山
時
代
の
画
家
で
あ
る

と
い
う
性
格
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　ア
メ
リ
カ
で
等
伯
展
を
開
催
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
、
金
碧
の
「
花
鳥
図
屏
風
」。
近
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
が
購
入
し
た
作
品
で
す
。

こ
の
作
品
か
ら
は
仏
画
や
人
物
画
な
ど
を
描
い
て
い
た
等

伯
が
、
桃
山
時
代
的
な
雰
囲
気
の
花
鳥
画
を
も
手
掛
け
始

め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
は
一
隻
で
す
が
、
画
面

が
春
と
夏
で
す
の
で
、
も
と
は
秋
と
冬
を
描
い
た
も
う
一

隻
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
落
款
や
印
章
は
な
い
の
で

す
が
、「
牧
馬
図
画
風
」と
の
画
風
比
較
な
ど
か
ら
し
て
も
、

等
伯
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
す
ね
。

　花
鳥
画
の
学
習
に
つ
い
て
等
伯
（
信
春
）
は
、
中
国
元

〜
明
時
代
の
比
較
的
小
ぶ
り
な
花
鳥
画
な
ど
か
ら
始
め
た

よ
う
で
す
。
そ
し
て
雪
舟
も
「
拙
宗
」
を
名
乗
っ
て
い
た

若
い
頃
に
は
中
国
元
・
明
の
小
画
面
画
を
描
い
て
い
た
の

が
、明
に
渡
り
大
画
面
の
空
間
や
そ
の
表
現
を
学
び
感
性
・

直
観
を
育
む
こ
と
に
よ
っ
て
飛
躍
し
た
の
と
同
じ
よ
う

に
、
等
伯
も
改
名
す
る
前
後
の
こ
ろ
に
、
明
の
大
画
面
画

を
地
道
に
勉
強
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　や
が
て
等
伯
は
大
画
面
画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
飛
躍
の
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
雪
舟
よ
り
、
む
し
ろ
「
狩

野
派
」
と
の
接
触
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。『
等
伯
画
説
』

に
は
、
等
伯
が
大
画
面
制
作
に
際
し
て
手
本
と
し
た
で
あ

ろ
う
画
家
た
ち
と
し
て
、
牧
谿
や
能
阿
弥
な
ど
と
と
も
に

狩
野
正
信
や
元
信
の
名
前
も
み
ら
れ
ま
す
。「
狩
野
派
」

の
大
画
面
画
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
脱
却
し
て

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
築
い
た
ん
で
す
ね
。
後
に
、
等
伯
の

長
男
久
蔵
が
等
伯
の
画
風
を
継
承
し
つ
つ
も
、
や
や
「
狩

野
派
」
的
な
画
風
に
「
回
帰
す
る
」
の
は
興
味
深
い
現
象

と
い
え
ま
す
。

　等
伯
は
「
雪
舟
五
代
」
を
名
乗
っ
た
60
歳
頃
以
降
に
は

盛
ん
に
「
雪
舟
流
」
を
標
榜
し
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
以
前

は
あ
ま
り
「
雪
舟
風
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
等

伯
の
大
画
面
へ
の
挑
戦
は
、雪
舟
で
は
な
く
て
「
狩
野
派
」

に
触
発
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
な
ん
で
す
ね
。
確
か
に
「
花
鳥

図
屏
風
」（
岡
山
県
・
妙
覚
寺
蔵
）
に
は
、
雪
舟
筆
「
四

季
花
鳥
図
」
を
写
し
た
も
の
と
い
う
言
説
が
あ
る
。
私
も

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
狩
野
元

信
の
花
鳥
図
は
、雪
舟
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　元
信
の
父
・
正
信
の
伝
記
の
中
で
、
雪
舟
が
正
信
の
絵

を
み
て
「
自
分
と
同
じ
よ
う
な
絵
を
描
く
」
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
「
狩
野
派
」

の
花
鳥
図
は
雪
舟
学
習
に
基
づ
い
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ

を
ふ
ま
え
て
妙
覚
寺
蔵
の
「
花
鳥
図
屏
風
」
を
み
る
と
、

等
伯
が
「
狩
野
派
」
を
介
し
て
雪
舟
を
学
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
榊
原
悟
さ
ん
（
現
・
岡
崎
市

美
術
博
物
館
館
長
）の
、大
徳
寺
・
聚
光
院
室
中
の
襖
絵「
梅

に
小
禽
図
」
を
下
敷
に
し
て
い
る
と
い
う
ご
指
摘
は
傾
聴

に
価
し
ま
す
。

　一
方
、
山
水
画
に
関
し
て
も
私
の
み
る
と
こ
ろ
「
雪
舟

風
」
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
等
伯
が
「
等
伯
」
と
名
乗
っ

て
間
も
な
い
頃
、
51
歳
時
に
大
徳
寺
の
三
玄
院
で
描
い
た

「
山
水
図
襖
」（
京
都
市
・
圓
徳
院
蔵
）
と
い
う
有
名
な
作

品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
同
じ
く
大
徳
寺
の
真
珠
庵
が
所

蔵
す
る
「
曾
我
派
」
の
画
家
が
描
い
た
「
山
水
図
襖
」
に

学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
等
伯
の
山
水
画
は

雪
舟
で
な
く
「
曾
我
派
」
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
捺
さ
れ
た
印
章
か
ら
早
い
時
期
の

制
作
と
さ
れ
る
山
水
画
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）
や
「
山

水
図
屏
風
」(

伊
勢
市
・

等
観
寺
蔵)

の
画
風
か

ら
も
容
易
に
理
解
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　な
お
江
戸
時
代
の
画

伝
に
は
「
等
伯
は
曾
我

紹
祥
に
学
ん
だ
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
当
時
の
人
び
と
は
等

伯
の
画
風
に
つ
い
て
、

そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　【大
画
面
画
家
へ
の
飛
躍
と
「
雪
舟
風
」】

　京
都
移
住
後
、
等
伯
は
信
春
の
時
代
か
ら
大
き
く
飛
躍

し
ま
す
。「
等
伯
」
を
名
乗
っ
た
頃
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
が

大
画
面
画
に
な
る
ん
で
す
ね
。
等
伯
の
大
画
面
画
と
し
て

は
「
楓
図
壁
貼
付
」（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）
や
「
松
林

図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
繋
が
っ
て
い
く
一
番
早
い

時
期
の
先
行
作
品
と
し
て
私
が
注
目
す
る
の
が
「
老
松
図

襖
」（
京
都
市
・
金
地
院
蔵
）
で
す
。

　構
図
な
ど
を
み
て
も
「
老
松
図
襖
」
は
、
狩
野
永
徳
を
意

識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
筆
法
は
「
狩
野

派
」
と
は
異
な
り
、
墨
の
使
い
方
な
ど
は
牧
谿
や
能
阿
弥
を

参
考
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
特
に
牧
谿
に
つ
い
て

等
伯
は
『
等
伯
画
説
』
の
中
で
「
和
尚
は
玉
を
盤
の
上
に
回

す
が
ご
と
く
自
由
な
筆
」
だ
と
。
つ
ま
り
筆
を
描
線
主
体
で

は
な
く
面
と
し
て
使
用
し
、
墨
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か

し
た
自
由
な
筆
の
使
い
方
で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
ま
す
。
こ

の
線
を
意
識
し
な
い
描
法
を
「
没
骨
法
」
と
い
い
、
中
国
で

８
〜
９
世
紀
頃
に
誕
生
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
継
承
し
た

と
い
え
る
画
家
の
ひ
と
り
が
牧
谿
で
し
た
。

　等
伯
が
そ
の
描
法
を
本
格
的
に
体
得
し
た
の
が
50
歳
代

の
初
め
頃
で
あ
り
、
成
果
が
「
老
松
図
襖
」
で
存
分
に
表

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
。
そ
し
て
等
伯
を
牧
谿
の
世

界
に
ふ
れ
さ
せ
る
指
導
を
行
っ
た
の
が
本
法
寺
の
住
職
・

日
通
上
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
慶
長
４
年
（
１
５
９
９
）。
そ
の
年
は
翌
年
に

「
関
ヶ
原
の
合
戦
」
を
控
え
た
日
本
の
大
き
な
転
換
期
で

し
た
。
そ
の
大
き
な
時
代
の
う
ね
り
の
中
、
等
伯
は
本
法

寺
に「
仏
涅
槃
図
」を
描
き
、「
雪
舟
五
代
」を
名
乗
り
ま
す
。

ラ
イ
バ
ル
の
「
狩
野
派
」
も
永
徳
没
後
の
体
制
を
整
え
て

ゆ
く
中
で
、
生
き
残
り
を
か
け
て
等
伯
が
選
ん
だ
道
は
、

「
狩
野
派
」
に
対
抗
し
得
る
「
画
系
の
正
し
さ
」
を
標
榜

す
る
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　「雪
舟
流
」
を
打
ち
出
し
た
翌
々
年
、
等
伯
は
大
徳
寺

の
真
珠
庵
に
「
商
山
四
晧
図
」
な
ど
の
襖
絵
を
描
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
「
牧
谿
風
」
の
柔
ら
か
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
が
専
ら
だ
っ
た
描
法
が
、
線
を
強
調
し
た
荒
々
し
い
筆

使
い
に
変
化
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
「
雪
舟
風
」
を
意
識

し
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
そ
れ
は
画
風
の
大
き
な
展

開
・
飛
躍
で
あ
り
、
私
は
確
実
に
「
雪
舟
風
」
の
絵
が
描

け
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
で
し
ょ
う
。
61

歳
筆
の
「
山
水
図
襖
」（
京
都
市
・
隣
華
院
蔵
）
に
も
同

じ
く
「
雪
舟
風
」
へ
の
シ
フ
ト
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　ち
な
み
に
「
松
林
図
屏
風
」
で
す
が
、
遠
く
か
ら
み
る

と
霧
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
松
林
が
柔
ら
か
い
タ
ッ
チ
で
描

か
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
近
く
で
み
る
と
と
て

も
勁
く
、
激
し
い
筆
使
い
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
た

上
で
の
私
の
様
式
論
で
判
断
す
る
と
、「
松
林
図
屏
風
」

の
制
作
年
は
等
伯
が
「
雪
舟
風
」
を
意
識
し
た
後
、
つ
ま

り
慶
長
５
年
前
後
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　【「
法
眼
落
款
」
と
さ
れ
る
作
品
】

　等
伯
の
晩
年
期
と
さ
れ
る
作
品
の
中
に
は
「
長
谷
川
法

眼
等
伯
筆
」
と
い
う
落
款
を
使
用
し
た
作
例
が
出
て
き
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
法
眼
落
款
」
の
作
品
で
す
。
そ
の
中
に

は
本
当
に
等
伯
の
筆
か
と
疑
う
作
品
が
存
在
し
ま
す
。
等

伯
を
研
究
す
る
上
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
な
の
で
す

け
ど
も
、
作
品
が
持
つ
形
式
や
表
現
、
特
に
画
面
に
お
け

る
空
間
の
表
現
を
考
え
た
時
に
、
同
じ
等
伯
作
品
の
中
で

も
50
歳
代
制
作
の
も
の
と
「
法
眼
落
款
」
の
も
の
の
う
ち

何
点
か
と
の
間
に
は
、
明
ら
か
に
相
当
な
距
離
が
あ
る
の

で
す
。「
楓
図
」
や
「
松
林
図
」
で
は
画
面
中
の
空
気
感

や
空
間
に
お
け
る
奥
行
表
現
が
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
の
に

対
し
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
と
て
も
平
板
で
あ
り
、
図
面

的
で
、
そ
こ
に
は
前
二
者
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
暗
示
的
な

三
次
元
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　私
は
絵
画
を
み
る
と
き
、
そ
の
作
品
に
表
さ
れ
て
い
る

空
間
を
み
ま
す
。
絵
の
中
に
、
創
ら
れ
、
表
現
さ
れ
る
空

間
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
作

品
の
作
者
や
時
代
の
特
色
を
み
て
い
き
ま
す
。
落
款
印
章

や
描
法
筆
致
も
重
要
で
す
が
、
最
終
的
に
は
空
間
が
問
題

で
す
ね
。
部
分
だ
け
を
み
る
か
ら
騙
さ
れ
る
わ
け
で
、
特

に
絵
画
の
場
合
は
空
間
全
体
を
み
な
い
と
ダ
メ
な
ん
で

す
。
二
次
元
の
平
面
に
ど
の
よ
う
に
し
て
三
次
元
的
な
空

間
が
暗
示
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
、
は
た
ま
た
仮
想

的
に
再
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　そ
の
点
か
ら
み
る
と
、「
法
眼
落
款
」
作
品
に
は
落
款
の

文
字
は
同
じ
な
の
に
空
間
意
識
が
全
く
違
う
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
画
面
に
展
開
す
る
金
地
の
面
な
ど
も
、
そ
こ
に
奥

行
を
感
じ
さ
せ
な
い
単
な
る
空
間
の
遮
蔽
物
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
１
６
０
０
年
前
後
に
描
か
れ
た
等
伯
作
品

と
の
間
の
違
い
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
差
は

桃
山
時
代
の
絵
画
史
の
上
で
の
天
正
時
代
（
１
５
９
０
年

代
）
の
絵
画
と
寛
永
時
代
（
１
６
３
０
年
代
）
の
様
式
の

上
で
の
差
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　確
か
に
慶
長
時
代
と
寛
永
時
代
で
は
画
風
が
異
な
っ
て

い
る
画
家
が
い
ま
す
。
例
え
ば
等
伯
の
少
し
後
に
活
躍
し

た
俵
屋
宗
達
に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
は
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」（
京
都
市・建
仁
寺
蔵
）
と
「
舞

楽
図
屏
風
」（
京
都
市
・
醍
醐
寺
蔵
）
の
間
の
空
間
の
捉
え

方
の
違
い
で
す
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、
そ
こ
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
空
間
意
識
・
美
意
識
が
大
き
く
反
映
さ

れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
慶
長
時
代
の
美
意
識
で

は
絵
画
に
暗
示
的
な
三
次
元
の
空
間
表
現
が
求
め
ら
れ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
寛
永
時
代
の
美
意
識
は
そ
れ
が

求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
時
代
に
応
じ
て
画
家
も
画
風
を

変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
は
等

伯
画
の
場
合
は
果
た
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　【最
後
に
】

　さ
て
今
回
、
私
が
お
話
し
た
こ
と
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
目

で
作
品
を
確
か
め
て
欲
し
い
の
で
す
。
そ
れ
に
は
実
物
を

み
る
の
が
一
番
で
す
。
写
真
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ

り
、
実
物
を
み
て
こ
そ
感
じ
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
美
術
鑑
賞
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
ま

た
展
覧
会
の
良
さ
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も

展
覧
会
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

本
文
は
平
成
31
年
４
月
29
日
に
行
わ
れ
た「
長
谷
川
等
伯
展
」特
別

講
演
会
の
内
容
を
、当
館
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

「涅槃図」無分筆　七尾市・長壽寺蔵
※令和２年度「長谷川等伯展」で展示予定

「松竹図屏風」長谷川等伯筆　当館蔵
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信
は
関
東
の
小
田
原
北
条
氏
の
家
臣
、
雲
谷
等
顔
は
肥
前

国
（
佐
賀
県
）
の
武
家
出
身
、
尾
形
光
琳
の
曽
祖
父
・
道

柏
は
近
江
国
（
滋
賀
県
）
浅
井
氏
の
家
臣
と
い
っ
た
例
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
武
家
出
身
の
人

た
ち
が
画
家
や
工
芸
家
な
ど
と
し
て
、
当
時
の
芸
術
の
担

い
手
に
な
っ
て
い
っ
た
。
等
伯
の
生
家
・
奥
村
家
と
養
子

先
の
長
谷
川
家
は
と
も
に
武
家
で
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
か

ら
、
等
伯
も
そ
の
ひ
と
り
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

　【等
伯
の
大
画
面
学
習
】

　等
伯
は
信
春
の
時
代
、仏
画
や
肖
像
画
、花
鳥
画
と
い
っ

た
小
さ
な
画
面
の
掛
け
軸
を
中
心
に
描
い
て
い
ま
し
た
。

大
画
面
画
に
つ
い
て
は
「
涅
槃
図
」
の
例
も
あ
る
も
の
の
、

現
時
点
で
は
鑑
賞
画
の
屏
風
が
３
点
の
み
で
す
。

　そ
の
う
ち
信
春
時
代
の
代
表
作
と
さ
れ
る
の
が
「
牧
馬

図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
で
、か
つ
て
は
「
信
春
」

の
印
章
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
後
世
に
剥
ぎ
取
ら
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
野
原
の
あ
ち
こ
ち
に
寝
転

が
っ
た
り
跳
ね
上
が
っ
た
り
な
ど
す
る
野
生
の
馬
た
ち
が

様
々
な
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
す
で
に
風
俗
画
的
な
要
素

が
み
ら
れ
る
点
に
も
、
等
伯
が
桃
山
時
代
の
画
家
で
あ
る

と
い
う
性
格
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　ア
メ
リ
カ
で
等
伯
展
を
開
催
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
、
金
碧
の
「
花
鳥
図
屏
風
」。
近
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
が
購
入
し
た
作
品
で
す
。

こ
の
作
品
か
ら
は
仏
画
や
人
物
画
な
ど
を
描
い
て
い
た
等

伯
が
、
桃
山
時
代
的
な
雰
囲
気
の
花
鳥
画
を
も
手
掛
け
始

め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
現
在
は
一
隻
で
す
が
、
画
面

が
春
と
夏
で
す
の
で
、
も
と
は
秋
と
冬
を
描
い
た
も
う
一

隻
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
落
款
や
印
章
は
な
い
の
で

す
が
、「
牧
馬
図
画
風
」と
の
画
風
比
較
な
ど
か
ら
し
て
も
、

等
伯
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
す
ね
。

　花
鳥
画
の
学
習
に
つ
い
て
等
伯
（
信
春
）
は
、
中
国
元

〜
明
時
代
の
比
較
的
小
ぶ
り
な
花
鳥
画
な
ど
か
ら
始
め
た

よ
う
で
す
。
そ
し
て
雪
舟
も
「
拙
宗
」
を
名
乗
っ
て
い
た

若
い
頃
に
は
中
国
元
・
明
の
小
画
面
画
を
描
い
て
い
た
の

が
、明
に
渡
り
大
画
面
の
空
間
や
そ
の
表
現
を
学
び
感
性
・

直
観
を
育
む
こ
と
に
よ
っ
て
飛
躍
し
た
の
と
同
じ
よ
う

に
、
等
伯
も
改
名
す
る
前
後
の
こ
ろ
に
、
明
の
大
画
面
画

を
地
道
に
勉
強
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　や
が
て
等
伯
は
大
画
面
画
家
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
が
、
そ
の
飛
躍
の
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
ど
こ
に
あ
っ

た
の
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
雪
舟
よ
り
、
む
し
ろ
「
狩

野
派
」
と
の
接
触
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。『
等
伯
画
説
』

に
は
、
等
伯
が
大
画
面
制
作
に
際
し
て
手
本
と
し
た
で
あ

ろ
う
画
家
た
ち
と
し
て
、
牧
谿
や
能
阿
弥
な
ど
と
と
も
に

狩
野
正
信
や
元
信
の
名
前
も
み
ら
れ
ま
す
。「
狩
野
派
」

の
大
画
面
画
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
そ
こ
か
ら
脱
却
し
て

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
築
い
た
ん
で
す
ね
。
後
に
、
等
伯
の

長
男
久
蔵
が
等
伯
の
画
風
を
継
承
し
つ
つ
も
、
や
や
「
狩

野
派
」
的
な
画
風
に
「
回
帰
す
る
」
の
は
興
味
深
い
現
象

と
い
え
ま
す
。

　等
伯
は
「
雪
舟
五
代
」
を
名
乗
っ
た
60
歳
頃
以
降
に
は

盛
ん
に
「
雪
舟
流
」
を
標
榜
し
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
以
前

は
あ
ま
り
「
雪
舟
風
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
等

伯
の
大
画
面
へ
の
挑
戦
は
、雪
舟
で
は
な
く
て
「
狩
野
派
」

に
触
発
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
な
ん
で
す
ね
。
確
か
に
「
花
鳥

図
屏
風
」（
岡
山
県
・
妙
覚
寺
蔵
）
に
は
、
雪
舟
筆
「
四

季
花
鳥
図
」
を
写
し
た
も
の
と
い
う
言
説
が
あ
る
。
私
も

そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
狩
野
元

信
の
花
鳥
図
は
、雪
舟
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　元
信
の
父
・
正
信
の
伝
記
の
中
で
、
雪
舟
が
正
信
の
絵

を
み
て
「
自
分
と
同
じ
よ
う
な
絵
を
描
く
」
と
い
っ
た
よ

う
な
こ
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
「
狩
野
派
」

の
花
鳥
図
は
雪
舟
学
習
に
基
づ
い
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ

を
ふ
ま
え
て
妙
覚
寺
蔵
の
「
花
鳥
図
屏
風
」
を
み
る
と
、

等
伯
が
「
狩
野
派
」
を
介
し
て
雪
舟
を
学
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
か
と
思
い
ま
す
。
榊
原
悟
さ
ん
（
現
・
岡
崎
市

美
術
博
物
館
館
長
）の
、大
徳
寺
・
聚
光
院
室
中
の
襖
絵「
梅

に
小
禽
図
」
を
下
敷
に
し
て
い
る
と
い
う
ご
指
摘
は
傾
聴

に
価
し
ま
す
。

　一
方
、
山
水
画
に
関
し
て
も
私
の
み
る
と
こ
ろ
「
雪
舟

風
」
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。
等
伯
が
「
等
伯
」
と
名
乗
っ

て
間
も
な
い
頃
、
51
歳
時
に
大
徳
寺
の
三
玄
院
で
描
い
た

「
山
水
図
襖
」（
京
都
市
・
圓
徳
院
蔵
）
と
い
う
有
名
な
作

品
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
同
じ
く
大
徳
寺
の
真
珠
庵
が
所

蔵
す
る
「
曾
我
派
」
の
画
家
が
描
い
た
「
山
水
図
襖
」
に

学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
ん
で
す
。
つ
ま
り
等
伯
の
山
水
画
は

雪
舟
で
な
く
「
曾
我
派
」
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
。
そ
れ
は
捺
さ
れ
た
印
章
か
ら
早
い
時
期
の

制
作
と
さ
れ
る
山
水
画
「
瀟
湘
八
景
図
屏
風
」（
東
京
国

立
博
物
館
蔵
）
や
「
山

水
図
屏
風
」(

伊
勢
市
・

等
観
寺
蔵)

の
画
風
か

ら
も
容
易
に
理
解
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　な
お
江
戸
時
代
の
画

伝
に
は
「
等
伯
は
曾
我

紹
祥
に
学
ん
だ
」
と
書

か
れ
て
お
り
、
お
そ
ら

く
当
時
の
人
び
と
は
等

伯
の
画
風
に
つ
い
て
、

そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　【大
画
面
画
家
へ
の
飛
躍
と
「
雪
舟
風
」】

　京
都
移
住
後
、
等
伯
は
信
春
の
時
代
か
ら
大
き
く
飛
躍

し
ま
す
。「
等
伯
」
を
名
乗
っ
た
頃
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
が

大
画
面
画
に
な
る
ん
で
す
ね
。
等
伯
の
大
画
面
画
と
し
て

は
「
楓
図
壁
貼
付
」（
京
都
市
・
智
積
院
蔵
）
や
「
松
林

図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
繋
が
っ
て
い
く
一
番
早
い

時
期
の
先
行
作
品
と
し
て
私
が
注
目
す
る
の
が
「
老
松
図

襖
」（
京
都
市
・
金
地
院
蔵
）
で
す
。

　構
図
な
ど
を
み
て
も
「
老
松
図
襖
」
は
、
狩
野
永
徳
を
意

識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
筆
法
は
「
狩
野

派
」
と
は
異
な
り
、
墨
の
使
い
方
な
ど
は
牧
谿
や
能
阿
弥
を

参
考
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。
特
に
牧
谿
に
つ
い
て

等
伯
は
『
等
伯
画
説
』
の
中
で
「
和
尚
は
玉
を
盤
の
上
に
回

す
が
ご
と
く
自
由
な
筆
」
だ
と
。
つ
ま
り
筆
を
描
線
主
体
で

は
な
く
面
と
し
て
使
用
し
、
墨
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か

し
た
自
由
な
筆
の
使
い
方
で
あ
る
と
称
賛
し
て
い
ま
す
。
こ

の
線
を
意
識
し
な
い
描
法
を
「
没
骨
法
」
と
い
い
、
中
国
で

８
〜
９
世
紀
頃
に
誕
生
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
継
承
し
た

と
い
え
る
画
家
の
ひ
と
り
が
牧
谿
で
し
た
。

　等
伯
が
そ
の
描
法
を
本
格
的
に
体
得
し
た
の
が
50
歳
代

の
初
め
頃
で
あ
り
、
成
果
が
「
老
松
図
襖
」
で
存
分
に
表

れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
。
そ
し
て
等
伯
を
牧
谿
の
世

界
に
ふ
れ
さ
せ
る
指
導
を
行
っ
た
の
が
本
法
寺
の
住
職
・

日
通
上
人
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　そ
し
て
慶
長
４
年
（
１
５
９
９
）。
そ
の
年
は
翌
年
に

「
関
ヶ
原
の
合
戦
」
を
控
え
た
日
本
の
大
き
な
転
換
期
で

し
た
。
そ
の
大
き
な
時
代
の
う
ね
り
の
中
、
等
伯
は
本
法

寺
に「
仏
涅
槃
図
」を
描
き
、「
雪
舟
五
代
」を
名
乗
り
ま
す
。

ラ
イ
バ
ル
の
「
狩
野
派
」
も
永
徳
没
後
の
体
制
を
整
え
て

ゆ
く
中
で
、
生
き
残
り
を
か
け
て
等
伯
が
選
ん
だ
道
は
、

「
狩
野
派
」
に
対
抗
し
得
る
「
画
系
の
正
し
さ
」
を
標
榜

す
る
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

　「雪
舟
流
」
を
打
ち
出
し
た
翌
々
年
、
等
伯
は
大
徳
寺

の
真
珠
庵
に
「
商
山
四
晧
図
」
な
ど
の
襖
絵
を
描
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
「
牧
谿
風
」
の
柔
ら
か
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
が
専
ら
だ
っ
た
描
法
が
、
線
を
強
調
し
た
荒
々
し
い
筆

使
い
に
変
化
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
「
雪
舟
風
」
を
意
識

し
て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
そ
れ
は
画
風
の
大
き
な
展

開
・
飛
躍
で
あ
り
、
私
は
確
実
に
「
雪
舟
風
」
の
絵
が
描

け
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
で
し
ょ
う
。
61

歳
筆
の
「
山
水
図
襖
」（
京
都
市
・
隣
華
院
蔵
）
に
も
同

じ
く
「
雪
舟
風
」
へ
の
シ
フ
ト
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　ち
な
み
に
「
松
林
図
屏
風
」
で
す
が
、
遠
く
か
ら
み
る

と
霧
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
松
林
が
柔
ら
か
い
タ
ッ
チ
で
描

か
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
近
く
で
み
る
と
と
て

も
勁
く
、
激
し
い
筆
使
い
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
た

上
で
の
私
の
様
式
論
で
判
断
す
る
と
、「
松
林
図
屏
風
」

の
制
作
年
は
等
伯
が
「
雪
舟
風
」
を
意
識
し
た
後
、
つ
ま

り
慶
長
５
年
前
後
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

　【「
法
眼
落
款
」
と
さ
れ
る
作
品
】

　等
伯
の
晩
年
期
と
さ
れ
る
作
品
の
中
に
は
「
長
谷
川
法

眼
等
伯
筆
」
と
い
う
落
款
を
使
用
し
た
作
例
が
出
て
き
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
「
法
眼
落
款
」
の
作
品
で
す
。
そ
の
中
に

は
本
当
に
等
伯
の
筆
か
と
疑
う
作
品
が
存
在
し
ま
す
。
等

伯
を
研
究
す
る
上
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
な
の
で
す

け
ど
も
、
作
品
が
持
つ
形
式
や
表
現
、
特
に
画
面
に
お
け

る
空
間
の
表
現
を
考
え
た
時
に
、
同
じ
等
伯
作
品
の
中
で

も
50
歳
代
制
作
の
も
の
と
「
法
眼
落
款
」
の
も
の
の
う
ち

何
点
か
と
の
間
に
は
、
明
ら
か
に
相
当
な
距
離
が
あ
る
の

で
す
。「
楓
図
」
や
「
松
林
図
」
で
は
画
面
中
の
空
気
感

や
空
間
に
お
け
る
奥
行
表
現
が
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
の
に

対
し
て
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
と
て
も
平
板
で
あ
り
、
図
面

的
で
、
そ
こ
に
は
前
二
者
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
暗
示
的
な

三
次
元
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。

　私
は
絵
画
を
み
る
と
き
、
そ
の
作
品
に
表
さ
れ
て
い
る

空
間
を
み
ま
す
。
絵
の
中
に
、
創
ら
れ
、
表
現
さ
れ
る
空

間
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
作

品
の
作
者
や
時
代
の
特
色
を
み
て
い
き
ま
す
。
落
款
印
章

や
描
法
筆
致
も
重
要
で
す
が
、
最
終
的
に
は
空
間
が
問
題

で
す
ね
。
部
分
だ
け
を
み
る
か
ら
騙
さ
れ
る
わ
け
で
、
特

に
絵
画
の
場
合
は
空
間
全
体
を
み
な
い
と
ダ
メ
な
ん
で

す
。
二
次
元
の
平
面
に
ど
の
よ
う
に
し
て
三
次
元
的
な
空

間
が
暗
示
的
に
構
築
さ
れ
て
い
る
の
か
、
は
た
ま
た
仮
想

的
に
再
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　そ
の
点
か
ら
み
る
と
、「
法
眼
落
款
」
作
品
に
は
落
款
の

文
字
は
同
じ
な
の
に
空
間
意
識
が
全
く
違
う
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
画
面
に
展
開
す
る
金
地
の
面
な
ど
も
、
そ
こ
に
奥

行
を
感
じ
さ
せ
な
い
単
な
る
空
間
の
遮
蔽
物
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
１
６
０
０
年
前
後
に
描
か
れ
た
等
伯
作
品

と
の
間
の
違
い
と
し
て
表
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
差
は

桃
山
時
代
の
絵
画
史
の
上
で
の
天
正
時
代
（
１
５
９
０
年

代
）
の
絵
画
と
寛
永
時
代
（
１
６
３
０
年
代
）
の
様
式
の

上
で
の
差
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　確
か
に
慶
長
時
代
と
寛
永
時
代
で
は
画
風
が
異
な
っ
て

い
る
画
家
が
い
ま
す
。
例
え
ば
等
伯
の
少
し
後
に
活
躍
し

た
俵
屋
宗
達
に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
は
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」（
京
都
市・建
仁
寺
蔵
）
と
「
舞

楽
図
屏
風
」（
京
都
市
・
醍
醐
寺
蔵
）
の
間
の
空
間
の
捉
え

方
の
違
い
で
す
。
そ
の
主
な
理
由
と
し
て
、
そ
こ
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
空
間
意
識
・
美
意
識
が
大
き
く
反
映
さ

れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
慶
長
時
代
の
美
意
識
で

は
絵
画
に
暗
示
的
な
三
次
元
の
空
間
表
現
が
求
め
ら
れ
て

い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
寛
永
時
代
の
美
意
識
は
そ
れ
が

求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。
時
代
に
応
じ
て
画
家
も
画
風
を

変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
は
等

伯
画
の
場
合
は
果
た
し
て
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　【最
後
に
】

　さ
て
今
回
、
私
が
お
話
し
た
こ
と
を
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
目

で
作
品
を
確
か
め
て
欲
し
い
の
で
す
。
そ
れ
に
は
実
物
を

み
る
の
が
一
番
で
す
。
写
真
で
は
ど
う
し
て
も
限
界
が
あ

り
、
実
物
を
み
て
こ
そ
感
じ
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
美
術
鑑
賞
の
醍
醐
味
で
あ
り
、
ま

た
展
覧
会
の
良
さ
な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
と
も

展
覧
会
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

本
文
は
平
成
31
年
４
月
29
日
に
行
わ
れ
た「
長
谷
川
等
伯
展
」特
別

講
演
会
の
内
容
を
、当
館
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

「涅槃図」無分筆　七尾市・長壽寺蔵
※令和２年度「長谷川等伯展」で展示予定

「松竹図屏風」長谷川等伯筆　当館蔵



割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fiスポットサービスの
「FREESPOT」をご利用頂けます。

城山

飛行機……のと里山空港から「のと里山海道」利用約45分
車…………「のと里山海道」徳田大津J.C.Tから約15分又は「能越自動車道」七尾城山I.C又は七尾I.Cから約10分
タクシー…JR七尾駅から約５分
徒歩………JR七尾駅から約20分
市内循環バス「まりん号」
　　　……JR七尾駅前「ミナ.クル」バス停から「七尾美術館前」下車（順回り約８分・逆回り約14分、１日各８便）
ななおコミュニティバス「ぐるっと７」
　　　……JR七尾駅前５番乗り場から「小丸山台１丁目」下車（西コース約10分、１日４便）
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午
後
４
時
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分
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で
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その記念すべき節目の年に開催する「長谷川等伯展」は「等伯の生誕地ならでは」
のテーマとして「等伯の能登時代」に焦点をあてます。
　天文８年（1539）に能登国七尾に生まれた等伯は、絵仏師「信春」としておお
よそ 30 歳代頃まで同地を拠点に活動をくり広げていました。従って現在も能登地
方や富山県などには、彼の若年時制作になる名品が伝来しています。
　そこで本展では、等伯「能登時代」制作の仏画を中心に展示。また等伯の養父
宗清（1507 ～ 71）や能登生まれの長男久蔵（1568 ～ 93）など、能登ゆかりの「長
谷川派」絵師の作品も加えて約 40 点を紹介いたします。
　出生の地・能登で等伯の「源流」にふれてみてはいかがでしょう。

◆第１・２・３展示室　開館25周年記念特別展
「長谷川等伯展　～能登の信春‐The time of young Tōhaku～」

令和２年度　石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内
　新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。現在会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込み
ください。お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意ください。
★入会手続き★ ①受付開始　３月１日(日)から【年度会費1,000円】※１
 ②受付場所　当館受付カウンターまたは郵便受付　※２
  （郵便振替用紙をご利用ください）
　※１　会員証のお渡しは美術館だより第101号（春号・令和２年４月１日発行予定）と一緒にお送りします。
　※２　郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項《会員の区別(更新･新規･元会員)･郵便番号・
　　　　住所･電話番号･氏名》をご記入のうえ､会費を添えて最寄りの郵便局窓口へお出しください。
　　　　払込手数料はご負担ください。 「
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国指定重要文化財
「鬼子母神十羅刹女像」
長谷川信春(等伯)
高岡市・大法寺蔵

★友の会特典★
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その３ 相互割引提携館主催の展覧会観覧料が割引になります。（会員本人のみ）
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